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4.  各モデルの推定結果と比較 
 前述のHMDの1971-2009年，1951-2009年の男・死亡数(14-90歳)のデータについて、
各モデルを最尤推定した場合のBIC、標準化誤差の分散は、下表の通りである。RHモデ
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図1 LCモデルの残差 
   (男・1971-2009年) 
図4 LC-VARモデルの 
   応用例 





LC 191 56,697 9.09 
APC 229 50,503 6.86 
RH 381 39,523 2.62 
LC-VAR(1) 303 39,051 2.58 




LC 211 126,098 18.40 
APC 269 123,119 18.22 
RH 421 65,673 4.17 
LC-VAR(1) 323 64,085 3.89 
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モデル BIC 標準化誤差
の分散 
LC 72,661 6.70 
APC 62,661 4.33 
RH 54,319 2.14 
LC-VAR(1) 56,760 2.87 
LC-VAR(2) 60,023 3.60 
モデル BIC 標準化誤差
の分散 
LC 158,240 24.80 
APC 150,756 23.14 
RH 92,892 9.66 
LC-VAR(1) 80,677 6.75 
LC-VAR(2) 84,480 7.64 
表2 英国の死亡データ(男) 表3 米国の死亡データ(男) 
図3 バックテストの結果
(男・65歳死亡率) 
年金現価の分布 
一時払保険料の分布 
